
七
寺
本
『
清
浄
法
行
經
』
の
「
飜
刻
」
と
「
訓
讀
」
を
め
ぐ
っ
て

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
を
中
心
に

野

村

卓

美

一

は
じ
め
に

中
国
人
僧
侶
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
経
典
、
所
謂

疑
經
の
一
つ
で
あ
る
『
佛
説
清
浄
法
行
經
』（
以
下
、『
法
行
經
』
と

略
記
）
は
、
早
い
時
期
に
散
逸
し
た
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
、

名
古
屋
長
福
寺
（
通
称
七
寺
）
で
発
見
さ
れ
た
。
周
知
の
如
く
、

同
經
は
、
釈
迦
が
佛
教
を
信
仰
す
る
こ
と
を
頑
な
に
拒
絶
す
る
中

国
に
、
迦
葉
菩
薩
以
下
三
名
の
高
弟
を
遣
わ
す
と
、
老
子
・
孔
子

等
著
名
な
人
物
と
化
し
、
同
国
の
仏
教
流
布
の
た
め
の
素
地
を
築

い
た
と
い
う
、「
三
聖
派
遣
説
」
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
も
著
名

で
あ
る
。

『
法
行
経
』
発
見
直
後
か
ら
、
石
橋
成
康
氏
に
よ
り
詳
細
な
調

査
・
研
究
が
な
さ
れ
、
そ
れ
は
「
新
出
七
寺
蔵
『
清
浄
法
行
經
』

攷(1)」（
以
下
、
本
稿
で
は
「
石
橋
Ⅰ
」
と
略
記
）・「
新
出
七
寺
蔵
『
清

浄
法
行
經
』
攷
之
二

疑
経
成
立
過
程
に
お
け
る
一
断
面(2)

」（
以
下
、
本
稿
で
は
「
石
橋
Ⅱ
」
と
略
記
）
と
い
う
二
論
稿
に

纏
め
ら
れ
て
い
る
。
氏
の
分
析
に
拠
る
と
、『
法
行
經
』
は
第
一

段
と
第
二
段
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
段
は
更
に
、
前
半
の
二

十
条
の
「
清
浄
な
る
法
行
」（
七
寺
本
は
冒
頭
部
が
缺
損
し
て
お
り
、

第
十
六
条
か
ら
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
）
と
、
後
半
の
二
十

条
の
「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
を
語
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
箇
所

に
分
け
る
こ
と
が
出
来
、
続
く
、
第
二
段
は
「
三
聖
派
遣
説
」
等

が
語
ら
れ
て
い
る
。「
石
橋
Ⅰ
」
で
は
主
に
第
一
段
の
翻
刻
、「
石

橋
Ⅱ
」
で
は
第
一
段
の
部
分
的
な
訓
読
と
第
二
段
の
翻
刻
・
訓
読

が
な
さ
れ
て
い
る
。
後
に
、
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
・
第
二
巻

『
中
国
撰
述
経
典
（
其
之
二(3)）』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
に
は
、
石
橋
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成
康
・
直
海
玄
哲
・
落
合
俊
典
「
擔
當
」（
同
「
目
次
」）
に
よ
る

同
經
の
影
印
・
飜
刻
・
訓
讀
・
解
題
（
以
下
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら

を
指
す
場
合
は
「
影
印
」・「
飜
刻
」・「
訓
讀
」
と
略
記
）
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
同
叢
書
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
以
後
、
疑
經
や

『
法
行
経
』
に
関
す
る
多
く
の
論
稿
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

先
述
し
た
如
く
、
三
論
稿
で
は
七
寺
本
『
法
行
経
』
全
体
の
翻

刻
・
訓
読
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
同
經
で
最
も
注
目
さ

れ
る
第
二
段
の
「
三
聖
派
遣
説
」
を
中
心
と
し
た
箇
所
の
翻
刻
も
、

多
く
の
研
究
者
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。
七
寺
本
は
「
對
照
本
の

な
い
唯
一
現
存
が
確
認
さ
れ
る
寫
本(4)」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
先
学
の
翻
刻
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
微
妙
な
異
な
り
が
見

出
せ
、
当
然
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
訓
読
に
も
相
違
が
み

ら
れ
る
。
何
故
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

七
寺
本
を
精
査
し
た
梁
暁
虹
氏
は
、
七
寺
本
写
本
に
「
誤
読
・
誤

字
・
異
体
字
・
古
語
な
ど
が
大
量
に
存
在(5)」
す
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
も
転
写
し
た
人
物(6)や
現
代
の
研
究
者
を
混

乱
さ
せ
て
い
る
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
第
一
段
後
半
の
「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
を
中
心
に
、

翻
刻
・
訓
読
に
つ
い
て
調
査
を
試
み
、
そ
の
過
程
で
気
付
い
た
幾

つ
か
の
事
柄
を
記
し
て
み
る
。

二

第
二
条
の
検
討

『
法
行
経
』
が
対
象
と
し
た
人
は
、
出
家
し
寺
院
に
属
し
仏
道

修
行
に
専
念
す
る
僧
侶
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
清
浄
な
ら

ざ
る
行
い
」
第
十
二
条
に
、「
佛
廟
」
が
「
鷄
狗
猪
羊
牛
馬
」
の

「
屎
溺
」（
48
〜
49
行
）
で
汚
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と

を
挙
げ
て
お
り
、
同
經
を
信
仰
す
る
人
、
も
し
く
は
、
身
近
な
人

が
畜
産
を
生
業
と
し
、
或
い
は
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
動
物
に
は
食

用
の
み
を
目
的
と
し
た
家
畜
が
含
ま
れ
て
お
り
、
日
常
的
に
肉
食

を
行
っ
て
い
る
人
々
も
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
記
述
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
、
同
第
十
八
条
に
は
、「
經
文
」
を
「
放
妻
子
不
浄

牀
上
」（
57
〜
58
行
）
と
あ
り
、
妻
帯
者
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

解
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
も
、
同
經
は
前
田
繁
樹
氏
の
「
い

わ
ば
布
教
の
最
前
線
に
あ
る
在
家
信
者
の
た
め
の
心
得
書
き(7)」
と

の
指
摘
が
相
応
し
い
。
他
に
妻
帯
者
に
言
及
し
て
い
る
の
が
第
二

条
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

二
者
、
尊
像
與
妻
子
共
屋
。
於
前
坐
起
、
言
語
穢
慢
、
（
イ
）夫

妻
（
ロ
）

歡
娯
、
不
避
尊
像
。

（
39
〜
40
行
）

＊
句
読
点
は
「
訓
讀
」
参
照
。
以
下
、
同
。

＊
（
イ
）、「
慢
。」（
石
橋
Ⅰ
）。（
ロ
）、「
婦
」（
石
橋
Ⅰ
・

Ⅱ
）
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と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

二
は
、
尊
像
と
妻
子
と
屋
を
共
に
す
。
前
に
於
い
て
坐
起
し
、

言
語
穢
慢
し
、
夫
妻
歡
娯
し
、
尊
像
を
避
け
ず
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。
注
記
し
た
如
く
、「
石
橋
Ⅰ
」
は

「
二
者
、
尊
像
與
妻
子
共
屋
。
於
前
坐
起
、
言
語
穢
慢
。
夫
婦マ

マ

歡

娯
、
不
避
尊
像
。」
と
翻
刻
し
、「
二
は
、
尊
像
と
妻
子
が
屋
を
共

に
す
。
前
に
坐
起
し
、
言
語
穢
慢
す
。
夫
婦マ

マ

歡
娯
し
て
、
尊
像
を

避
け
ず
。」
と
訓
読
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、「
於
前
坐
起
、
言

語
穢
慢
」
と
い
う
翻
刻
と
「
坐
起
し
、
言
語
穢
慢
す
（
し
）」
と

の
訓
読
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
訓
む

と
、「
尊
像
」
の
前
に
「
坐
起
」
し
、「
言
語
」
で
そ
れ
を
「
穢

慢
」
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
と
解
せ
る
。

大
蔵
經
で
検
索
す
る
と
、「
坐
起
」
と
「
言
語
」
を
併
記
し
た
、

「
坐
起
言
語
」
と
言
う
例
を
二
十
余
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ

れ
等
は
、
例
え
ば
、

・
譬
如
有
人
從
聚
落
到
某
（
イ

彼
）
聚
落
。
坐・

起・

言・

語・

。
臥
眠
不
語
。

從
彼
聚
落
。
來
還
至
此
。
坐・

起・

言・

語・

經
行
。
皆
識
見
之
。

（『
佛
説
寂
志
果
經
』（『
正
蔵
』
一
・
二
七
五
頁
下
））。

・
人
依
衣
食
乃
得
存
命
便
能
蘇
息
。
坐・

起・

言・

語・

則
為
安
隠
。
身

體
康
寧
氣
力
強
盛
。（『
阿
差
末
菩
薩
經
』
巻
第
二
（『
正
蔵
』
一

三
・
五
八
八
頁
下
））。

・
我
不
樂
與
汝
共
（
イ

ナ
シ
）

坐・

起・

言・

語・

。
我
樂
獨
坐・

起・

言・

語・

。

（『
十
誦
律
』
巻
第
五
十
三
（『
正
蔵
』
二
三
・
三
九
五
頁
上
））。

・
比
丘
入
宮
與
太
子
坐・

起・

言・

語・

。
王
便
生
悪
念
。（『
鼻
奈
耶
』

巻
第
十
（『
正
蔵
』
二
四
・
八
九
三
頁
中
〜
下
））。

と
あ
る(8)。
如
上
、
大
蔵
經
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、「
坐
起
言
語
」

は
熟
語
の
如
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
坐
起
・
言
語
す
」
と
訓
読

さ
れ
て
い
る
。
辞
書
に
拠
る
と
、「
坐
起
」
は
「
坐
る
こ
と
と
立

つ
こ
と
。」「
起
き
上
が
っ
て
坐
る
。」（『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書

店
））、
ま
た
、「
挙
止
行
動
を
指
す
。」（『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞

典
出
版
社
））
と
も
あ
る
。「
言
語
」
は
「
口
で
い
ふ
こ
と
ば
。」

（『
大
漢
和
辞
典
』）、「
談
話
す
る
こ
と
。」（
中
村
元
著
『
佛
教
語
大
辞

典
』（
東
京
書
籍
））
の
意
が
あ
り
、「
坐
起
・
言
語
」
で
日
常
の
言

動
を
指
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
次
に
、「
穢
慢
」
で
あ
る
が
、

辞
書
類
に
見
出
せ
な
い
熟
語
で
あ
る
。
大
蔵
經
を
検
索
す
る
と
、

・
隠
居
深
山
。
山
間
有
清
澗
。
恒
取
澡
漱
。
後
有
採
薪
者
。
穢・

慢・

其
側
。
水
俄
頃
而
熇
（
イ

燥
）
。（『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
十
三

（『
正
蔵
』
五
五
・
九
八
頁
上
））。

と
い
う
一
例
の
み
が
見
出
せ
た
。
外
典
に
は
幾
つ
か
存
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
、

・
陰
賊
不
軌
。
嫉
害
賢
哲
。
心
懐
進
退
。
穢・

慢・

真
人
之
罪
者
。

（『
太
平
御
覽
』（
中
華
書
局
影
印
）
巻
六
六
〇
。
二
九
四
八
頁
上
）。
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・
因
遂
名
鱣
父
廟
。
人
有
起
請
。
及
穢・

慢・

。
禍
福
立
至
。

（『
同
』
巻
九
三
七
。
四
一
六
六
頁
下
）。

と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
語
大
詞
典
』「
穢
」
に
は
「
荒
蕪
」「
汚
濁
」

「
雜
乱
」
等
、『
康
熙
字
典
』（
標
典
整
理
本
。
漢
語
大
詞
典
出
版
社
）

「
慢
」
に
は
「『
説
文
』：
惰
也
。」「『
廣
韻
』：
怠
也
、
倨
也
、
緩

也
。」
等
と
あ
り
、
穢
れ
た
状
態
、
ま
た
、
そ
れ
を
改
め
る
意
思

の
な
い
こ
と
の
意
と
推
察
さ
れ
る
。

上
述
し
た
こ
と
か
ら
、「
坐
起
・
言
語
」
と
い
う
極
め
て
日
常

的
な
行
為
の
中
で
、
生
活
空
間
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
尊

像
」
を
無
意
識
に
「
穢
慢
」
す
る
こ
と
を
戒
め
る
条
文
、
と
理
解

で
き
る
。
故
に
、「
於
前
坐
起
・
言
語
穢
慢
。」
と
訓
点
を
改
め
、

「
前
に
坐
起
・
言
語
し
穢
慢
す
。」
と
訓
読
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ま
た
、
句
点
を
付
し
た
の
は
、
先
の
文
が
「
妻
子
」、
以

下
の
文
が
「
夫
妻
」
と
主
語
が
変
化
し
て
い
る
故
で
あ
ろ
う
。

「
石
橋
Ⅱ
」
も
同
様
に
句
点
を
付
し
て
い
る
。「
夫
妻
歡
娯
、
不

避
尊
像
。」
は
、「
夫
妻
歡
娯
す
る
に
、
尊
像
を
避
け
ず
。」
と
訓

読
し
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。「
尊
像
」
を
別
「
屋
」
に
安
置
し

な
い
と
、
日
常
生
活
、
夫
婦
生
活
の
中
で
意
識
せ
ず
に
不
敬
な
言

動
を
成
す
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
条
文
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。

三

第
十
条
の
検
討

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
十
条
は
、

十
者
、
持
雜
器
物
（
ハ
）

内
佛
、
（
ニ
）

精
舎
（
ホ
）

防
塞
左
右
。

（
47
〜
48

行
）＊

（
ハ
）、「
物
、」（
石
橋
Ⅰ
）。（
ニ
）「
佛
精
」（
石
橋
Ⅰ
）。

（
ホ
）、「
舎
、」（
石
橋
Ⅰ
）。

と
「
飜
刻
」
し
、

十
は
、
雜
器
物
内
に
佛
を
持
し
、
精
舎
は
左
右
を
防
塞
す
。

と
「
訓
讀
」
し
て
い
る
。

こ
の
「
訓
讀
」
は
「
雜
器
物
内
」
の
「
佛
」
が
中
心
と
な
り
、

そ
れ
を
守
る
た
め
に
「
精
舎
」
を
「
防
塞
」
す
る
と
読
め
る
。
し

か
し
、
本
条
は
、
律
蔵
の
中
の
「
不
得
蔵
財
（
イ

ナ
シ
）

物
置
佛
塔

中
。」（『
四
分
律
』
巻
二
十
一
（『
正
蔵
』
二
二
・
七
一
〇
頁
下
））
と
い

う
戒
律(9)と
関
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
四
分
律
』
は
佛
塔
の

中
に
、
仏
道
修
行
と
は
関
わ
ら
な
い
財
物
な
ど
を
置
い
て
お
く
こ

と
へ
の
注
意
を
促
し
た
も
の
で
あ
る
。
注
記
で
示
し
た
如
く
、

「
石
橋
Ⅰ
」
は
「
十
者
、
持
雜
器
物
、
内
佛
精
舎
、
防
塞
左
右
。」

と
翻
刻
す
る
。
し
か
し
、
訓
読
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
翻
刻
に
従

う
と
、「
石
橋
Ⅰ
」
は
「
十
は
、
雜
器
物
を
持
し
、
佛
精
舎
に
内

れ(10)、
左
右
を
防
塞
す
。」
と
の
訓
読
を
意
図
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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梁
氏
は
先
に
引
用
し
た
、『
法
行
経
』
は
四
字
が
意
識
さ
れ
て
い

る
と
い
う
指
摘
の
他
に
、
句
読
点
を
付
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
て
い
る
。
解
放
さ
れ
る
べ
き
佛
精
舎
が
、
戒
め
ら
れ
る
べ
き
物

欲
に
よ
り
、
厳
重
に
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う
状
態
を
禁
じ
た
經
文
と

読
め
る
。
句
読
点
が
「
石
橋
Ⅰ
」
か
ら
「
石
橋
Ⅱ
」
の
如
く
改
め

ら
れ
た
の
に
は
、
如
何
な
る
意
図
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四

第
十
三
条
の
検
討

先
に
引
用
し
た
『
四
分
律
』
の
中
に
は
、「
不
得
在
佛
塔
中
止

宿
。」（『
正
蔵
』
二
二
・
七
一
〇
頁
下
）
と
も
あ
り
、
佛
塔
中
に
宿

る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
の
中
で
、
こ

の
律
と
関
わ
る
の
が
、

十
三
者
、
佛
廟
臥
宿
、
（
ヘ
）

夜
若
便
利
、
不
著
（
ト
）

衣
裳
、
（
ト
）

或
失
氣

上
風
、
申
（
伸
）
縮
露
軆
（
チ
）
不
自
覺
知
。（
49
〜
51
行
）

＊
（
ヘ
）、「
宿
。」（
石
橋
Ⅰ
）。（
ト
）「
着(11)」（
石
橋
Ⅰ
。
石

橋
Ⅱ
）。（
ト
）、「
裳
。」（
石
橋
Ⅰ
）。（
チ
）、「
體マ
マ

、」（
石
橋

Ⅰ
）。

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

十
三
は
、
佛
廟
に
臥
宿
し
、
夜
、
若
し
便
利
な
れ
ば
衣
裳
を

著
け
ず
、
或
は
上
風
に
失
氣
し
、
露
體
を
伸
縮
し
て
自
ら
覺

知
せ
ず
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
第
十
三
条
で
あ
る
。
こ
の
「
訓
讀
」
に

よ
る
と
、
前
半
部
は
、
佛
廟
で
寝
る
際
に
、
夜
、
便
利
な
の
で
衣

服
を
身
に
著
け
ず
に
寝
る
と
「
失
氣
」
す
る
故
に
、
注
意
を
促
し

て
い
る
と
読
め
る
。
こ
こ
で
は
、「
失
氣
」
は
「
氣
を
失
ふ
。
氣

絶
す
る
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）
の
意
と
解
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ

れ
る
。
こ
の
「
訓
讀
」
で
は
經
意
が
正
確
に
読
み
取
れ
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
記
し
て
み
る
。

前
述
し
た
如
く
、『
法
行
経
』
は
在
俗
の
信
者
の
た
め
の
経
典

で
あ
り
、
前
述
し
た
第
二
条
の
「
夫
妻
歡
娯
」
の
如
き
極
め
て
日

常
的
で
尾
籠
な
記
述
も
頻
出
す
る
。
ま
た
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行

い
」
第
一
条
に
は
「
惑
〔
或
〕

別
安
立
近
不
浄
處
。」（
39
行
）
と
あ
る
が
、

「
不
浄
」
は
「
便
所
」（『
大
漢
和
辞
典
』）
と
推
察
さ
れ
、
第
五
条

は
「
著
履
上
厠
、
踰
践
屎
溺
、
來
入
佛
前
。」（
43
〜
44
行
。「
訓

讀
」「
履
を
著
し
て
厠
に
上
り
、
屎
溺
を
踰
践
し
て
、
來
り
て
佛
前
に
入

る
。」）、
先
に
一
部
引
用
し
た
第
十
二
条
は
「
開
戸
不
閇
、
放
縱

鶏
狗
猪
羊
牛
馬
屎
溺
汙
穢
。」（
48
〜
49
行
。「
訓
讀
」「
戸
を
開
き
て

閉
め
ず
、
鶏
狗
猪
羊
牛
馬
の
屎
溺
汚
穢
を
放
縦
せ
し
む(12)。」）
等
々
、
人

間
・
家
畜
の
排
泄
に
関
し
て
も
頻
繁
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
第

十
三
条
も
、
例
示
し
た
よ
う
な
尾
籠
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る

可
能
性
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
下
、
幾
つ
か
の
語
を
取
り
出
し
検
討
す
る
。
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先
ず
、
先
に
意
が
解
し
難
い
と
指
摘
し
た
、「
或
失
氣
上
風
」

と
言
う
記
述
を
検
討
し
て
み
る
。「
上
風
」
は
「
風
の
吹
き
起
こ

る
方
。」「
優
勢
、
或
い
は
、
有
利
な
地
位
に
あ
る
こ
と
の
譬
喩
。」

（『
大
漢
和
辞
典
』・『
漢
語
大
詞
典
』）
等
と
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
経
典
の
中
に
は
、
異
な
っ
た
意
で
使

用
さ
れ
て
い
る
例
も
見
出
だ
せ
る
。
例
え
ば
、

・
人
得
病
有
十
因
縁
七
忍
大
便
。
八
忍
小
便
。
九
制
上・

風・

。
十

制
下
風
。
従
是
十
因
縁
生
病
。（『
佛
説
佛
醫
經
』（『
正
蔵
』
一

七
・
七
三
七
頁
中
））。

・
佛
説
醫
經
云
。
七
忍
大
便
。
八
忍
小
便
。
九
制
上・

風・

〈
上
風

謂
呵・

欠・

嚏・

嗽・

等
〉。
十
制
下
風
。（『
釋
氏
要
覽
』
巻
下
（『
正

蔵
』
五
四
・
三
〇
六
頁
中
））

＊
〈

〉
は
小
書
き
を
示
す
。
以
下
、
同
。

と
あ
る
。『
釋
氏
要
覽
』
の
編
者
道
誠
は
、『
佛
説
醫
經
』（『
佛
説

佛
醫
經
』）
を
引
用
す
る
に
際
し
、「
上
風
」
に
「
呵
欠
」、
即
ち
、

「
人
が
疲
れ
た
時
、
或
い
は
、
目
覚
め
た
時
、
自
然
と
口
を
開
き

深
く
呼
吸
す
る
こ
と
。」・「
あ
く
び
。」（『
漢
語
大
詞
典
』・『
大
漢
和

辞
典
』）、「
嚏
」、
即
ち
、「
く
し
ゃ
み
。」・「
く
さ
め
す
る
。」（
同
）、

ま
た
、「
嗽
」、
即
ち
、「
咳
。」・「
せ
く
。」（
同
）
と
注
記
を
加
え

て
い
る
。
正
確
を
期
す
た
め
の
注
記
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
拠

る
と
、
医
学
的
な
文
脈
で
「
上
風
」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
口

か
ら
激
し
く
空
気
を
出
し
入
れ
す
る
行
為
を
指
す
意
で
用
い
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、「
失
氣
」
を
検
討
し
て

み
る
。
例
え
ば
、

・
此
人
生
時
以
不
善
心
入
聖
人
室
失・

氣・

泄
穢
。
受
罪
二
百
四
十

歳
。
後
世
貧
賤
人
中
身
體
常
臭
。（『
經
律
異
相
』
巻
第
五
十

（『
正
蔵
』
五
三
・
二
六
七
頁
中
））

と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
語
大
詞
典
』「
失
氣
」
に
は
、「
中
国
医
学

で
は
肛
門
よ
り
漏
泄
す
る
気
体
を
謂
う
。」
と
あ
り
、
中
国
の
医

書
『
素
問
』「
欬
論
」・『
傷
寒
論
』「
陽
明
病
」
を
引
用
し
て
い
る
。

即
ち
、「
失
氣
」
は
放
屁
を
指
し
て
い
る(13)。「
訓
讀
」
は
「
上
風
に

失
氣
し
」
と
、「
上
風
」
が
原
因
で
「
失
氣
」
す
る
と
解
し
て
い

る
が
、「
上
風
」
と
「
失
氣
」
は
近
似
す
る
行
為
の
併
記
と
考
え

ら
れ
る
。
故
に
、「
或
失
氣
上
風
」
は
欠
伸
・
咳
や
放
屁
等
を
す

る
こ
と
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
、「
或
は
失
氣
・
上
風
す
」
と
訓

読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
失
氣
」・「
上
風
」
の
意
味
が
解
る
と
、

「
夜
若
便
利
、
不
著
衣
裳
」
の
意
も
自
ず
と
推
察
出
来
る
。「
訓

讀
」
に
は
「
夜
、
便
利
な
れ
ば
衣
裳
を
著
け
ず
」
と
す
る
が
、
こ

れ
は
「
便
利
」
を
「
都
合
が
よ
い
。
便
宜
。」（『
大
漢
和
辞
典
』）

の
意
に
解
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
用
例
を
探
す

と
、・

天
有
十
法
何
等
爲
十
。
六
者
不
浄
大
小
便・

利・

。
是
見
諸
天
十
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法
。（『
長
阿
含
經
』
巻
第
二
十
（『
正
蔵
』
一
・
一
三
二
頁
下
））。

・
八
千
龍
象
。
所
有
便・

利・

穢
汙
之
物
。
有
諸
夜
叉
随
掃
擲
棄
。

（『
起
世
經
』
巻
第
一
（『
正
蔵
』
一
・
三
一
四
頁
上
））。

・
菩
薩
行
六
波
羅
蜜
時
。
若
見
衆
生
有
大
小
便・

利・

。
發
意
願
言
。

我
作
佛
時
。
令
我
國
人
等
如
天
身
無
復
便・

利・

之
患
。（『
放
光

般
若
經
』
巻
第
十
三
（『
正
蔵
』
八
・
九
三
頁
中
））。

・
雖
有
天
人
無
別
異
相
。
不
假
雜
食
而
用
資
身
。
亦
無
便・

利・

穢

汚
不
浄
。（『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
經
』
巻
第
二
（『
正
蔵
』
八
・

八
七
一
頁
下
））。

等
々
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い

る
「
便
利
」
は
、「
大
小
便
の
こ
と
。
糞
尿
の
排
泄
。」（『
佛
教
語

大
辞
典
』）
の
意
で
あ
る
。
論
じ
て
い
る
箇
所
も
、
同
様
と
考
え
ら

れ
る
。
故
に
、「
夜
若
便
利
、
不
著
衣
裳
」
は
、「
夜
、
若
し
便
利

す
る
に
、
衣
裳
を
著
ず
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
沙
弥
塞
部

和
醯
五
分
律
』
巻
第
二
十
七
に
も
、「
佛
言
。
不
応
裸
形
上
厠
。

裸
形
上
厠

（
イ

ナ
シ
）
突
吉
羅
。」（『
正
蔵
』
二
二
・
一
七
七
頁
上
）
と
あ
り
、

裸
で
排
泄
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
先
程
の
「
或
失
氣
上

風
」
は
、「
便
利
」
を
す
る
際
に
「
失
氣
」、
あ
る
い
は
、「
上
風
」

を
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
解
せ
る
。
次
に
、「
申
縮
露
軆
」

と
の
記
述
を
検
討
す
る
。
大
蔵
經
に
は
、

・
入
地
獄
中
。
作
肉
敷
具
。
火
焼
申・

縮・

。
受
苦
萬
端
。
至
今
不

息
。（『
佛
説
因
縁
僧
護
經
』（『
正
蔵
』
一
七
・
五
七
〇
頁
上
））。

・
按
摩
〈
凡
人
自
摩
自
捏
。
申・

縮・

手
足
。
除
労
去
煩
。〉（『
一

切
音
義
』
巻
第
十
八
（『
正
蔵
』
五
四
・
四
一
九
頁
上
））。

と
、「
申・

縮
」
が
「
伸・

縮
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
出

だ
す
こ
と
が
出
来
る
。「
飜
刻
」
に
は
「
申
」
に
「
伸
」
と
注
記

が
な
さ
れ
お
り
、『
康
熙
字
典
』「
申
」
に
は
「『
正
韻
』：（
略
）

音
信
。
伸
也
。」
と
あ
る
（『
大
漢
和
辞
典
』
も
）。
即
ち
、「
申
縮
」

は
「
伸
縮
」
で
あ
り
、「
の
ば
す
こ
と
と
ち
ぢ
め
る
こ
と
。」（『
大

漢
和
辞
典
』）
の
意
で
あ
る
。「
露
軆
」
は
経
典
類
に
、

・
世
尊
告
曰
。
大
王
。
意
未
識
眞
人
（
イ

阿
）
羅
漢
。
不
似
裸
形
露・

體・

名
爲
阿
羅
漢
。（『
増
一
阿
含
經
』
巻
第
三
十
五
（『
正
蔵
』

二
・
七
四
二
頁
中
））。

・
即
取
我
所
愛
人
若
男
若
女
。
脱
衣
露・

體・

臥
置
地
上
於
前
如
死

尸
想
一
心
三
昧
観
此
死
尸
心
甚
驚
畏
破
愛
著
心
。（『
釋
禪
波

羅
蜜
次
第
法
門
』
巻
第
九
（『
正
蔵
』
四
六
・
五
三
六
頁
上
））。

・
倮
形
〈
倮
脱
衣
露
袒
也
説
文
倮
亦
脱
衣
露・

體・

也
從
人
果
聲
或

作
裸
又
作
躶
、〉（『
一
切
音
義
』
巻
第
三
十
二
（『
正
蔵
』
五
四
・

五
三
〇
頁
中
））。

と
あ
り
、「
露
體
（
軆
）」
は
「
裸
體
」（『
大
漢
和
辞
典
』）
で
あ
り
、

「
倮
露
」（
41
行
）
と
同
意
で
あ
る
。「
露
軆
を
伸
縮
す
」
と
読
み

下
せ
、「
便
利
」
を
す
る
際
に
、
裸
の
体
を
伸
び
縮
み
さ
せ
る
と
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い
う
行
為
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
表
現
と
解
せ
る
。
故
に
、

こ
こ
で
は
「
佛
廟
」
に
「
臥
宿
」
し
「
便
利
」
を
す
る
際
に
、

「
不
著
衣
裳
」
こ
と
、「
失
氣
」・「
上
風
」
を
す
る
こ
と
、「
申（伸
）

縮
露
軆
」
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

最
後
の
「
不
自
覺
知
」
は
、

・
若
持
讀
誦
如
説
修
行
。
所
得
功
徳
不・

自・

覚・

知・

。（『
妙
法
蓮
華

經
』
巻
第
二
（『
正
蔵
』）
九
・
一
九
頁
中
）。

・
猶
如
有
人
爲
鬼
所
著
。
隨
彼
鬼
神
持
身
所
詣
不・

自・

覺・

知・

。

（『
十
住
斷
結
經
』
巻
第
六
（『
正
蔵
』
一
〇
・
一
〇
〇
七
頁
下
））。

・
諸
女
人
等
身
體
醜
陋
自
謂
端
正
。
猶
如
醉
人
不・

自・

覺・

知・

。

（『
大
方
等
大
集
經
』
巻
第
三
十
五
（『
正
蔵
』
一
三
・
二
三
九
頁

中
〜
下
））。

等
の
如
く
、
自
ら
意
識
し
て
い
な
い
の
意
で
あ
ろ
う
。

故
に
、
こ
の
第
十
三
条
は
「
十
三
者
、
佛
廟
臥
宿
、
夜
若
便
利
、

不
著
衣
裳
、
或
失
氣
上
風
、
申
縮
露
軆
、
不
自
覺
知
。」
と
句
読

点
の
位
置
を
変
え
、「
十
三
は
、
佛
廟
に
臥
宿
し
、
夜
、
若
し
便

利
す
る
に
、
衣
裳
を
著
ず
、
或
る
は
失
氣
・
上
風
し
、
露
軆
を
申

縮
す
る
も
、
自
ら
覺
知
せ
ず
。」
と
読
み
下
す
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。『
四
分
律
』
に
は
「
不
得
佛
塔
下
大
小
便
。」「
不
得
向
佛

塔
大
小
便
。」「
不
得
遠
佛
塔
四
辺
大
小
便
使
（
イ

ナ
シ
）
臭
氣
來
入
。」

「
不
得
持
佛
像
至
大
小
便
處
。」（『
正
蔵
』
二
二
・
七
一
一
頁
下
）

と
佛
廟
の
周
囲
で
の
排
泄
に
就
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

五

第
十
七
条
の
検
討

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
十
七
条
は
、

十
七
者
、
經
巻
類
災
、
蟲
齧
屋
満
（
リ
）。

有
頭
无
尾
、
（
ヌ
）

有
尾
无

頭
。
（
ル
）

空
缺
失
字
、
不
可
尋
。
案
（
ヲ
）

露
著
坐
上
。

（
55
〜
57
行
）

＊
（
リ
）、「
満
（
漏
？
）。」（
石
橋
Ⅰ
）・「
満
。」（
石
橋

Ⅱ
）・「
満
、」（
梁
）。（
ヌ
）、「
尾
。」（
石
橋
Ⅰ
）。（
ル
）、

「
頭
、」（
梁
）。（
ヲ
）、「
尋
案
。」（
石
橋
Ⅰ
）・「
尋
案
、」

（
梁
）。

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、

十
七
は
、
經
巻
は
類
災
し
、
蟲
齧
屋
に
満
つ
。
頭
あ
り
尾
な

く
、
尾
あ
り
頭
な
し
。
空
缺
し
て
字
を
失
し
、
尋
ぬ
べ
か
ら

ず
。
露
著
に
坐
上
に
案
ず
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。

参
考
の
た
め
に
、「
清
浄
な
る
法
行
」
第
十
七
条
を
示
す
と
、

「
十
七
者
、
經
巻
整
測
、
勿
有
誤
脱
。
扱
箱
盛
經
、
安
法
坐
上
。」

と
「
飜
刻
」
さ
れ
、「
十
七
は
、
經
巻
は
整
へ
測
り
て
、
誤
脱
あ

る
な
か
れ
。
箱
に
扱
め
て
經
を
盛
き

マ

マ

、
法
坐
の
上
に
安
ん
ず
。」

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。「
清
浄
な
る
法
行
」
と
「
清
浄
な
ら

ざ
る
行
い
」
両
条
を
比
較
す
る
と
、
經
文
の
誤
脱
の
有
無
、
経
巻
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の
管
理
方
法
の
良
し
悪
し
が
「
對
應
關
係
」（
石
橋
Ⅰ
）
に
な
る
よ

う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る(14)。
検
討
の
手
始
め
と

し
て
、
石
橋
氏
の
翻
刻
・
訓
読
の
変
化
を
示
し
て
お
く
。
考
察
す

べ
き
箇
所
が
明
確
に
な
る
故
で
あ
る
。

「
石
橋
Ⅰ
」
で
は
、「
清
浄
な
る
法
行
」
の
翻
刻
は
同
じ
で
、

訓
読
は
「
經
巻
は
整
測
に
し
て
、
誤
脱
あ
る
な
か
れ
、マ

マ

箱
に
扱
め

て
經
を
盛
きマ

マ

、
法
坐
の
上
に
安
ん
ず
。」
と
あ
る
。
ま
た
、「
清
浄

な
ら
ざ
る
行
い
」
は
、「
十
七
者
、
經
巻
類
災
、
虫
齧
屋
満

（
漏
？
）。
有
頭
无
尾
。
有
尾
无
頭
。
空
缺
失
字
、
不
可
尋
案
。

露
著
坐
上
。」
と
翻
刻
し
、「
經
巻
は
類
災
し
、
虫
齧
、
屋
漏(15)あ
り
。

頭
あ
り
尾
な
く
、マ

マ

尾
あ
り
頭
な
し
。
空
缺
し
て
字
を
失
し
、
尋
ね

案
ず
べ
か
ら
ず
。
露
に
坐
上
に
著
く
。」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。

「
石
橋
Ⅱ
」
で
は
両
条
の
翻
刻
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
訓
読
は

共
に
「
訓
讀
」
と
同
じ
で
あ
る
。

石
橋
氏
が
幾
箇
所
か
、
そ
の
訓
読
を
変
更
し
た
意
図
は
不
明
で

あ
る
が
、
少
し
推
測
す
る
こ
と
は
出
来
る
。「
清
浄
な
る
法
行
」

の
「
整
測
」
が
「
整
測
に
し
て
」
か
ら
、「
整
へ
測
り
て
」
と
改

変
さ
れ
た
の
は
、「
整
測
」
な
る
熟
語
が
内
・
外
典
か
ら
検
索
出

来
な
い
こ
と
に
因
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
故
に
、
試
み
ら
れ
て

い
る
「
整
測
」
に
せ
よ
、「
整
へ
測
」
る
に
せ
よ
、
使
用
例
は
見

出
せ
な
い
。
こ
こ
は
、
經
巻
が
誤
脱
無
き
よ
う
に
心
配
り
さ
れ
て

い
る
状
態
を
指
す
表
現
と
考
え
ら
る(16)。
し
か
し
、
問
題
と
な
る
の

は
「
測
」
が
他
動
詞
で
あ
り
、
こ
の
経
文
か
ら
は
適
応
す
る
目
的

語
が
見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
「
訓
讀
」
は
再
考

が
必
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
転
写
の
際
に
、
他
の
字
と
誤
っ
て

書
写
さ
れ
た
可
能
性
も
推
察
さ
れ
る(17)。

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
冒
頭
の
「
經
巻
類
災
」
と
の
表
現
は
、

先
に
検
討
し
た
「
經
巻
整
測
」
と
の
「
對
應
」
を
意
識
し
た
記
述

で
あ
り
、
經
巻
の
管
理
が
杜
撰
な
状
態
を
示
し
て
い
る
と
推
察
さ

れ
る
。
し
か
し
、「
整
測
」
と
同
様
に
、
熟
語
と
し
て
「
訓
讀
」

さ
れ
て
い
る
「
類
災
」
も
、
現
在
使
用
例
は
見
出
せ
な
い
。
大
蔵

經
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
「
類・

災・

」
を
三
例
見
出
す
こ
と
が
出
来

た
。
そ
れ
ら
は
、

・
瀑
流
煩
悩
善
心
遠
離
。
増
上
慢
類・

災・

禍
有
無
。（『
菩
薩
本
生

鬘
論
』
巻
第
九
（『
正
蔵
』
三
・
三
六
〇
頁
上
））。

・
是
謂
梵
志
由
三
因
縁
使
此
生
類・

災・

害
横
起
飢
饉
餓
死
攻
伐
無

道
。（『
出
曜
經
』
巻
第
二
（『
正
蔵
』
四
・
六
一
八
頁
上
））。

・
復
有
成
就
法
。
能
息
畜
類・

災・

難
。（『
大
摩
里
支
菩
薩
經
』
巻
第

一
（『
正
蔵
』
二
一
・
二
六
五
頁
下
））。

と
あ
る
。
し
か
し
、『
菩
薩
本
生
鬘
論
』
は
「
増
上
慢
の
類・

・マ
マ

災・

禍
有
こ
と
無
く
」（『
国
訳
一
切
経
』（
大
東
出
版
社
）
本
縁
部
五
）、

『
出
曜
經
』
は
「
此
の
生
類・

を
し
て
災・

害
の
横
起
」（『
同
』
本
縁
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部
十
）
と
先
学
は
訓
読
し
て
お
り
、『
大
摩
里
支
菩
薩
經
』
も

「
能
く
畜
類・

の
災・

難
を
」
云
々
と
訓
読
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
如
上
、

「
類
災
」
は
「
訓
讀
」
の
如
く
、「
類
災
す
」
と
動
詞
と
し
て
読

む
こ
と
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。『
康
熙
字
典
』「
災
」
に
は
『
玉

篇
』
の
「
害
也
。」
が
見
出
せ
、『
大
漢
和
辞
典
』「
災
」
に
は

「
そ
こ
な
ふ
。」
の
訓
で
、「
傷
つ
け
る
。
や
ぶ
る
。」
の
意
が
あ

り
、「
害
物
曰
災
」
と
い
う
註
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
先
の
経
典

の
読
み
を
参
照
す
る
と
、「
類
災
」
の
「
類
」
は
「
た
ぐ
い
」・

「
る
い
」
と
読
め
る
が
、「
災
」
は
『
大
漢
和
辞
典
』
の
如
く

「
そ
こ
な
ふ
。」
と
訓
む
と
他
動
詞
と
な
り
、「
整
測
」
の
「
測
」

の
如
く
、
経
文
中
に
適
し
た
目
的
語
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

全
く
の
私
（
試
）
案
で
あ
る
が
、
大
蔵
經
の
如
く
、「
類
」
は

「
經
巻
（
の
）
類た
ぐ
い

」
と
読
み
、「
災
」
は
名
詞
化
し
「
災
そ
こ
な
い

」
と

訓
読
す
る
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、「
經
巻
」
の
「
類
」

の
具
体
的
な
「
災
」
が
「
蟲
齧
」
と
解
釈
す
る
。
す
る
と
、「
經

巻
類
災
、
蟲
齧
屋
満
。」
は
「
経
巻
類る

い

の
災
、
蟲
齧
（
は
）
屋
に

満
つ
。」
と
読
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
誤
写
の
可
能
性
も
考

慮
し
、「
整
測
」・「
類
災
」
は
再
度
の
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
ま

い
か
。

次
に
、「
清
浄
な
る
法
行
」・「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
の
「
飜

刻
」
文
を
比
較
し
、
不
自
然
に
感
じ
る
の
は
、「
清
浄
な
ら
ざ
る

行
い
」
の
最
後
「
空
缺
失
字
、
不
可
尋
。
案
露
著
坐
上
。」
と
あ

る
箇
所
の
句
点
の
位
置
と
、「
尋
ぬ
べ
か
ら
ず
。
露
著
に
坐
上
に

案
ず
。」
と
い
う
「
訓
讀
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
如
く
、「
石
橋

Ⅰ
」
は
こ
の
部
分
の
「
清
浄
な
る
法
行
」・「
清
浄
な
ら
ざ
る
行

い
」
の
全
文
に
四
字
で
句
読
点
を
付
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
石

橋
Ⅱ
」
と
「
訓
讀
」
の
「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
は
明
ら
か
に
そ

れ
と
は
異
な
る
。
梁
氏
は
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
先
に
指
摘

し
た
如
く
、『
法
行
経
』
が
四
字
構
成
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
ま
た
、
註
で
示
し
た
如
く
、
引
用
の
際
は
全
て
四

字
で
句
読
点
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
四
・
三
・
五
字
と
す

る
か
、
四
・
四
・
四
字
と
す
る
か
は
、
経
文
の
意
味
内
容
に
背
か

な
い
、「
尋
案
」
と
い
う
熟
語
が
存
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
大
蔵

經
を
検
索
す
る
と
、

・
問
。
今
疑
曰
。
尋・

案・

。
論
文
自
五
識
之
次
他
意
識
二
心
起
。

（『
五
心
義
略
記
』
巻
上
（『
正
蔵
』
七
一
・
二
八
三
頁
下
））。

と
い
う
例
の
み
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。『
五
心
義
略
記
』
は
、

慈
恩
大
師
窺
法
師
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
中
の
「
五
心
章
」
の

注
釈
で
、
永
観
二
年
（
一
六
四
四
）
に
清
範
が
撰
述
し
た
も
の

（『
佛
書
解
説
大
辞
典
』（
大
東
出
版
社
））
で
あ
る
。「
尋
案
」
は
、

大
蔵
經
で
は
使
用
例
が
極
め
て
少
な
く
、
我
が
国
の
僧
侶
が
江
戸

期
成
立
の
著
作
に
の
み
用
い
た
語
で
あ
る
が
故
に
、「
訓
讀
」
の
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際
に
考
慮
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

辞
典
類
、
例
え
ば
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
尋
案
」
は
「
尋
按
」

と
も
記
さ
れ
、「
調
査
す
る
。
調
べ
て
確
か
め
る
。」
と
の
意
が
記

さ
れ
、『
三
国
志
』
魏
志
・
孫
禮
傳
の
「
一
朝
決
之
、
縁
有
解
書

図
画
、
可
得
尋・

案・

擿
校
也
。」
等
、
三
つ
の
用
例
が
引
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
「
尋
ね
考
へ
る
。」
の
意
で
、

『
三
国
志
』
の
同
所
が
引
用
例
と
し
て
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、・

陛
下
以
至
聖
之
徳
、
應
樂
推
之
符
、
實
宜
作
樂
崇
徳
、
殷
薦

上
帝
。
而
楽
書
淪
亡
、
尋・

案・

無
所
。（『
随
書
』（
中
華
書
局
）

巻
十
三
・
志
第
八
・
音
楽
上
。
二
八
八
頁
）。

と
い
う
例
も
見
出
だ
せ
た
。
清
範
も
同
様
な
意
で
用
い
て
い
る
。

故
に
、「
空
缺
失
字
、
不
可
尋
。
案
露
著
坐
上
。」
は
、「
空
缺
失

字
、
不
可
尋
案
。
露
著
坐
上
。」
と
句
点
の
位
置
を
改
め
、
そ
の

前
半
部
は
「
空
缺
に
し
て
失
字
し
、
尋
案
す
べ
か
ら
ず
。」
と
訓

み
、
経
文
に
缺
字
が
存
す
る
の
で
、
そ
の
意
を
正
確
に
推
察
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、「
露
著
坐
上
。」
の
訓
読
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の

前
に
、
留
意
す
べ
き
は
、
第
十
七
条
の
「
清
浄
な
る
法
行
」・「
清

浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
で
は
、
前
半
と
後
半
で
は
対
比
さ
れ
て
い
る

事
柄
が
、
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
半
は
経
文
に

「
誤
脱
」
が
無
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、「
蟲
齧
」
等
に

よ
り
、
冒
頭
や
末
尾
に
「
空
缺
失
字
」
が
生
じ
て
い
な
い
か
。
ま

た
、
後
半
は
經
巻
の
保
管
方
法
に
関
す
る
記
述
と
読
め
る
。「
清

浄
な
る
法
行
」
が
「
扱
箱
盛
經
、
安
法
坐
上
。」
と
「
箱
（
經
箱

カ
）
に
扱お
さ

め
て
」「
法
坐
上
」
に
「
安
」
ず
の
に
対
し
、「
清
浄
な

ら
ざ
る
行
い
」
は
「
露
著
坐
上
。」
と
対
応
し
て
い
る
。「
露
著
」

は
熟
語
で
は
な
く
、「
石
橋
Ⅰ
」
の
如
く
、「
露あ

ら
わ

に
」「
著お

く
」
と

訓
読
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
露あ

ら
わ

」
は
「
物
事
が
表
面
に
現

れ
て
、
外
か
ら
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
状
態
」（『
日
本
国
語
大
辞

典
』（
小
学
館
））
で
あ
り
、
経
巻
が
剝
き
出
し
に
さ
れ
粗
雑
に
扱

わ
れ
て
い
る
状
態
を
形
容
し
て
い
る
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。「
清

浄
な
る
法
行
」
の
「
箱
」
の
中
に
整
然
と
管
理
さ
れ
る
経
巻
と
の

「
對
應
」
を
強
く
意
識
し
た
表
現
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、「
著
」

は
、『
康
熙
字
典
』
に
「
註
：
著
、
居
也
。」（『
家
語
』）、「
註
：

著
、
置
也
。」（『
集
韻
』）
と
あ
り
、「
放
置
」（『
漢
語
大
詞
典
』）
の

意
も
見
出
せ
、「
石
橋
Ⅰ
」
の
如
く
「
著お

く
」
と
訓
読
す
べ
き
と

考
え
ら
れ
る
。
故
に
、「
露
著
坐
上
。」
は
「
露
に
坐
上
に
著
く
。」

と
訓
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
第
十
七
条
は
、「
十
七
者
、
經

巻
類
災
、
蟲
齧
屋
満
。
有
頭
无
尾
、
有
尾
无
頭
。
空
缺
失
字
、
不

可
尋
案
。
露
著
坐
上
。」
と
句
点
の
位
置
を
替
え
、「
十
七
は
、
經
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巻
類
の
災
、
蟲
齧
は
屋
に
満
つ
。
頭
あ
り
尾
な
く
、
尾
あ
り
頭
な

し
。
空
缺
に
し
て
字
失
し
、
尋
案
す
べ
か
ら
ず
。
露
に
坐
上
に
著

く
。」
と
訓
読
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
述
し
た
如
く
、

冒
頭
部
の
訓
読
は
再
考
が
必
要
で
あ
る
。

六

第
十
八
条
の
検
討

第
十
八
条
の
「
清
浄
な
る
法
行
」
と
「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」

を
併
記
し
て
み
る
。

「
清
浄
な
る
法
行
」
の
「
飜
刻
」
は
、

十
八
者
、
若
欲
讀
經
、
先
當
溜
（
ワ
）

手
、
盪
洗
口
齒
、
（
カ
）

施
案
經

巾
、
以
籍
經
下
。

（
5
〜
6
行
）

＊
（
ワ
）、「
盥
」（
石
橋
Ⅰ
・
梁
）。（
カ
）、「
齒
。」（
石
橋

Ⅰ
）。

と
あ
り
、

十
八
は
、
若
し
經
を
讀
ま
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
當
に
手
に
溜

ら
せ
て
、
口
齒
を
盪
洗
し
、
經
巾
を
施
案
し
て
、
以
て
經
下

に
籍
く
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
の

「
飜
刻
」
は
、

十
八
者
、
雖
有
經
文
、
手
不
清
浄
。
欲
讀
便
捉
、
或
放
妻
子

不
浄
牀
上
、
无
有
信
敬
。

（
57
〜
58
行
）

と
あ
り
、

十
八
は
、
經
文
あ
り
と
雖
ど
も
、
手
は
清
浄
な
ら
ず
。
讀
ま

ん
と
欲
す
れ
ば
便
ち
捉
り
、
或
は
妻
子
の
不
浄
牀
上
に
放
ち
、

信
敬
有
る
こ
と
な
し
。

と
「
訓
讀
」
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
第
十
八
条
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。
全
二
十
条
の

「
清
浄
な
る
法
行
」・「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
の
中
で
、
経
典
に

言
及
し
て
い
る
の
は
第
十
七
・
第
十
八
・
第
十
九
条
の
三
条
の
み

で
あ
る(18)。
前
述
し
た
如
く
、
第
十
七
条
は
経
文
の
管
理
と
経
典
の

保
存
方
法
を
論
じ
て
い
る
。
第
十
九
条
の
前
半
は
、
経
典
を
正
確

に
読
誦
・
理
解
す
る
こ
と
と
読
経
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
、
後
半
は
、

そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
自
利
利
他
の
功
徳
と
読
経
を
軽
視
し

た
故
に
愚
痴
に
し
て
自
度
の
機
会
を
失
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。
如

上
、
こ
の
三
条
は
前
後
二
つ
の
事
柄
が
記
さ
れ
、
そ
れ
を
対
比
し

て
論
じ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
第

十
八
条
も
、
前
後
二
つ
の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

前
半
は
読
経
前
に
身
体
を
清
潔
に
す
る
か
不
浄
の
ま
ま
で
経
典
を

手
に
す
る
か
、
後
半
は
読
経
の
際
の
経
典
の
置
き
場
所
、
即
ち
、

「
經
巾
」
の
上
か
「
妻
子
不
浄
牀
上
」
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

前
提
で
考
察
す
る
と
、
句
読
点
の
位
置
と
訓
読
が
少
し
異
な
っ
て

来
る
。
以
下
、
少
し
詳
し
く
論
じ
て
み
た
い
。
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「
清
浄
な
る
法
行
」
が
前
後
二
段
に
分
か
れ
る
箇
所
は
、「
石

橋
Ⅰ
」
が
句
点
を
付
し
た
箇
所
で
、「
若
欲
讀
經
、
先
當
盥
手
、

盪
洗
口
齒
。」
と
な
り
、「
若
し
読
経
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
當
に

手
を
盥(19)ぎ
、
口
齒
を
盪
洗
す
べ
し
。」
と
訓
読
出
来
る
。
ま
た

「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
は
、「
或
」
以
下
が
経
典
の
置
き
場
所

を
示
す
記
述
と
な
り
、
そ
れ
以
前
が
、
読
経
す
る
前
の
態
度
と
な

る
。「
清
浄
な
る
法
行
」
の
手
・
口
齒
を
清
潔
に
し
読
経
す
る
と

い
う
行
為
に
対
し
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
は
、「
雖
有
經
文
、

手
不
清
浄
、
欲
讀
便
捉
。」
と
句
読
点
を
改
め
、
訓
読
も
、「
經
文

あ
り
と
雖
も
、
手
は
清
浄
な
ら
ず
、
讀
ま
ん
と
欲
し
便
ち
捉に

ぎ

る
。」

と
読
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

後
半
も
対
比
が
際
立
つ
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
清
浄
な
る

法
行
」
は
「
施
案
經
巾
、
以
籍
經
下
。」
と
あ
る
。「
施
案
」
と
い

う
熟
語
は
、
仏
典
類
に
は
頻
出
し
な
い
よ
う
で
あ
り
、
大
蔵
經
か

ら
は
、

・
房
及
房
戸
扇
窓
牖
。
得
用
七
宝
作
。
水
精

（
イ

精
好
。
好
精
）
亦
得
。

一
切
房
中
施・

案・

。
無
所
禁
閡

（
イ

禁
礙
。
案
礙
）

。
唯
（
イ

惟
）

除
難
房
。

（『
善
見
律
毘
婆
沙
』
巻
第
八
（『
正
蔵
』
二
四
・
七
二
八
頁
中
））。

と
い
う
使
用
例
が
見
出
せ
る
の
み
で
あ
る(20)。
調
査
し
て
み
る
と
、

・
皆
、
當
先
按
霊
宝
上
元
旧
格
。
施・

案・

眞
文
。
鎮
於
方
面
。

（『
太
上
洞
玄
霊
宝
赤
書
玉
訣
妙
經
』
巻
上
（『
道
蔵
』
六
・
一
九

三
頁
中
））。

・
赤
書
黒
帝
眞
文
黒
繒
上
、
置
北
壁
。
施・

案・

五
篇
於
斎
堂
之
中
、

朝
暮
焼
香
、
随
方
礼
拝
、
不
得
雜
俗
異
人
于
入
堂
内
。（
同

前
）

・
常
焼
香
於
左
右
、
施・

案・

敷
本
文
、
厳
整
衣
冠
、
心
存
玄
師
。

（『
正
一
修
真
略
儀
』（『
道
蔵
』
三
二
・
一
八
一
頁
中
）。

と
、
道
教
経
典
に
も
使
用
例
が
見
出
せ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』

「
施
」
に
は
「
ま
う
け
る
。」
の
意
の
中
に
「
[廣
韻
]施
、
施

設
。」
と
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
す
る
と
、「
前
も
っ
て
、

配
慮
し
準
備
す
る
。」
の
意
と
解
せ
る
。
故
に
、「
經
巾
を
施
案
し
、

以
て
經
下
に
籍し

く
。」
は
、
準
備
し
て
お
い
た
經
巾
を
経
巻
の
下

に
敷
き
、
経
典
が
汚
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
読
経
す
る
こ
と
を

勧
め
て
い
る
と
読
め
る
。
一
方
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
は

「
或
放
妻
子
不
浄
牀
上
。」
と
あ
り
、
読
経
す
る
際
の
経
巻
の
置

き
場
所
へ
の
配
慮
が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
く
、「
或
は
妻
子
の
不

浄
の
牀
上
に
放
つ
。」
と
読
む
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
最
後
の
、「
无
有
信
敬
。」
は
編
者
自
ら
が
、
如
上
の
行
為
に

判
断
を
示
し
た
語
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
「
清
浄
な
る
法
行
」「
清

浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
か
ら
は
見
出
せ
な
い
類
の
記
述
で
あ
る
。
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七

ま
と
め

以
上
、
幾
つ
か
、『
法
行
経
』
第
一
段
後
半
部
の
「
清
浄
な
ら

ざ
る
行
い
」
の
「
飜
刻
」・「
訓
讀
」
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
い
た
箇

所
を
指
摘
し
て
み
た
。
調
査
を
進
め
る
中
で
、
気
付
い
た
こ
と
の

一
つ
に
、
以
下
の
よ
う
な
現
象
が
あ
っ
た
。
検
索
し
た
佛
教
経
典

の
範
囲
が
大
蔵
經
に
限
定
し
て
お
り
、
勿
論
、
検
証
に
は
よ
り
広

範
で
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
佛
典
が
使
用
す
る
例
が

稀
で
あ
る
熟
語
が
、
外
典
、
特
に
道
教
経
典
に
頻
出
す
る
現
象
で

あ
る
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
「
清
浄
な
る
法
行
」
第
十
八
条
で
用

い
ら
れ
て
い
る
「
施
案
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
僧
伽
跋
陀
羅
訳

『
善
見
律
毘
婆
沙
』
に
唯
一
使
用
例
が
見
出
せ
る
。
し
か
し
、

『
太
上
洞
玄
霊
宝
赤
書
玉
訣
妙
經
』
等
の
道
教
経
典
に
は
幾
つ
か

見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
第
二
条
で
指
摘
し
た
「
穢
慢
」

も
、
僧
祐
撰
『
出
三
蔵
記
集
』
に
一
例
見
出
せ
る
。
李
昉
撰
『
太

平
御
覽
』
か
ら
使
用
例
を
示
し
た
が
、
道
教
経
典
に
は
頻
出
す
る

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

・
四
勿
穢・

慢・

不
浄
。
五
勿
食
父
母
命
本
命
肉
。（『
雲
笈
七
籤
』

巻
三
三
（『
道
蔵
』
二
二
・
二
三
八
頁
上
））

・
第
三
戒
者
、
不
得
淫
邪
敗
真
、
穢・

慢・

霊
氣
、
尚
守
貞
操
、
使

無
缺
犯
。（『
同
』
巻
四
○
（『
同
』・
二
七
八
頁
下
））。

・
学
子
及
百
姓
子
穢・

慢・

神
鬼
罪
。（『
無
上
秘
要
』
巻
四
四
（『
道

蔵
』
二
五
・
一
五
○
頁
上
））。

等
々
で
あ
り
、
他
に
も
道
教
経
典
か
ら
引
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

僅
か
な
使
用
例
か
ら
結
論
を
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
現

象
は
『
法
行
経
』
が
佛
教
経
典
以
外
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
た

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註（
1
）
石
橋
『
東
方
宗
教
』
第
七
十
八
号
（
一
九
九
一
年
一
月
）。

（
2
）
石
橋
『
佛
教
文
化
研
究
』
第
三
十
七
号
（
一
九
九
二
年
九
月
）。

な
お
、
同
稿
は
「
疑
経
成
立
過
程
に
お
け
る
一
断
面

七
寺
本

『
清
浄
法
行
経
』
攷

」
と
改
題
さ
れ
、
註
（
3
）
に
再
録
。

そ
の
際
、
一
部
に
「
補
訂
」（
[編
者
追
記
]）
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』（
大
東
出
版
社
。
一
九
九
六
年
）。

（
4
）
直
海
玄
哲
「『
清
浄
法
行
経
』
解
題
」（
註
（
3
）
所
収
）。

（
5
）
梁
「
從
名
古
屋
七
寺
的
兩
部
疑
僞
經
資
料
探
討
疑
僞
經
在
漢
語

史
研
究
中
的
作
用
」『
普
門
學
報
』
第
十
七
期
（
二
〇
〇
三
年
九

月
）。
後
、「
從
名
古
屋
七
寺
的
兩
部
古
逸
經
資
料
探
討
疑
僞
經
在

漢
語
史
研
究
中
的
作
用
」・「『
清
浄
法
行
經
』
語
詞
考
辨
」
と
改

題
し
、
著
書
『
佛
教
與
漢
語
史
研
究

以
日
本
資
料
爲
中
心

』（
南
山
大
學
學
術
叢
書
。
上
海
古
籍
出
版
社
。
二
〇
〇
八

年
）
再
録
。

氏
説
の
引
用
は
全
て
同
書
よ
り
行
う
。

（
6
）
七
寺
本
写
本
の
「
平
安
寫
經
獨
特
の
筆
法
」（
石
橋
Ⅰ
）
が
指

14



摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
伝
来
後
、
我
が
国
の
人
物
（
僧

侶
カ
）
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
際
、

誤
読
・
誤
写
が
生
じ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
7
）
前
田
「『
清
浄
法
行
経
』
と
『
老
子
化
胡
經
』

排
除
の
な

い
論
議

」『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
第
二
巻
（
註
（
3
）

参
照
）。
後
、
著
書
『
初
期
道
教
経
典
の
形
成
』（
汲
古
書
院
。
二

〇
〇
四
年
）
再
録
。

（
8
）
「
言
語
坐
起
」
と
の
表
現
も
『
長
阿
含
経
』
巻
第
五
（『
正
蔵
』

一
・
三
二
頁
上
）・『
大
智
度
論
』
第
三
十
二
（『
正
蔵
』
二
五
・

二
〇
六
頁
中
）
等
に
見
出
せ
る
。

（
9
）
同
様
の
記
述
は
、『
四
分
律
比
丘
戒
本
』（『
正
蔵
』
二
二
・
一

〇
二
一
頁
中
）
等
に
も
見
出
せ
る
。

（
10
）
『
康
熙
字
典
』「
内
」
は
「『
説
文
』：
入
也
。」「『
正
韻
』（
略
）

同
納
。」
あ
る
。
ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
も
、「
内
」
は
「
い

れ
る
。」
と
読
み
、「
納
に
通
ず
。」
と
あ
る
。

（
11
）
七
寺
本
中
に
、「
着
」
と
「
飜
刻
」
さ
れ
る
字
は
見
出
せ
な
い
。

本
字
を
「
影
印
」
を
参
照
し
確
認
す
る
と
、
上
部
が
草
冠
で
、
下

部
が
「
者
」
と
明
確
に
判
読
で
き
る
。
ま
た
、
43
行
と
56
行
の

「
著
」
と
同
字
と
判
断
で
き
る
。「
飜
刻
」
の
如
く
、「
著
」
と
す

べ
き
で
あ
る
。

（
12
）
「
石
橋
Ⅰ
」
は
「
開
戸
を
閉
じ
ず
。
鶏
狗
猪
羊
牛
馬
を
放
縦
し

て
、
屎
溺
も
て
汚
穢
な
ら
し
む
。」
と
訓
読
す
る
。

（
13
）
『
佛
光
大
辞
典
』（
佛
光
出
版
社
）
は
、『
佛
説
佛
醫
經
』
に
見

ら
れ
る
「
下
風
」
を
、「
一
般
に
言
う
放
屁
。」
と
記
す
。

（
14
）
現
存
す
る
「
清
浄
な
る
法
行
」
と
「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
を

検
討
し
た
前
田
氏
は
「
兩
者
は
互
い
に
共
通
す
る
主
題
の
善
惡
兩

面
を
い
う
」（
註
（
7
））
と
指
摘
す
る
。

経
典
を
「
對
應
關
係
」
で
構
成
す
る
こ
と
は
、『
佛
説
尸
迦
羅

越
六
方
禮
經
』
を
参
照
し
た
と
推
察
さ
れ
こ
と
は
、
野
村
「『
清

浄
法
行
経
』
の
研
究

『
佛
説
尸
迦
羅
越
六
方
禮
經
』
と
『
佛

説
清

浄
法
行
経
』

」『
文
藝
論
叢
』
第
八
十
三
号
（
二
〇

一
四
年
十
月
）
で
指
摘
し
た
。

（
15
）
七
寺
本
中
に
、「
満
」（
36
行
）・「
漏
」（
42
行
）
が
見
出
せ
る

が
、
本
字
は
、「
漏
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

（
16
）
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
測
」
に
「
淸
い
。」
の
意
が
あ
る
と
の

指
摘
が
あ
る
。
経
文
の
管
理
、
経
典
の
保
管
が
適
切
に
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
語
る
本
条
に
相
応
し
く
、
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
17
）
先
述
し
た
如
く
、
七
寺
本
は
我
が
国
で
改
め
て
書
写
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
り
、
そ
の
際
、
誤
写
が
生
じ
た
と
推
察
さ
れ
る
箇
所
も

見
ら
れ
る
。
野
村
「
七
寺
本
『
清
浄
法
行
経
』
の
「
飜
刻
」
と

「
訓
讀
」
を
め
ぐ
っ
て

誤
写
・
誤
読
と
推
察
さ
れ
る
文
字
の

検
討

」『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）
参

照
。

（
18
）
先
述
し
た
如
く
、「
清
浄
な
る
法
行
」
第
一
条
〜
第
十
五
条
は

缺
損
し
て
い
る
が
、「
清
浄
な
ら
ざ
る
行
い
」
を
参
照
す
る
限
り
、

經
典
へ
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

（
19
）
註
の
如
く
、「
石
橋
Ⅰ
」・
梁
氏
は
「
盥
」
と
翻
刻
す
る
。
梁
氏

は
、「
飜
刻
」
の
「
溜

し
た
た
る

」
は
自
動
詞
で
「
洗
」
の
意
が
無
い
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
石
橋
Ⅱ
」
で
は
「
訓
讀
」
の
如
く
改
め

ら
れ
て
い
る
。

（
20
）
『
国
訳
一
切
経
經
』
律
部
18
は
、
こ
こ
を
「
一
切
房
中
案・

を・

施・

し・

禁
閡
す
る
所
無
し
」
と
読
ん
で
い
る
。
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＊
本
稿
で
使
用
し
た
中
国
語
文
献
に
関
し
て
は
、
稿
者
が
翻
訳

を
試
み
た
後
、
李
杰
君
（
元
南
京
大
学
大
学
院
生
）
に
添
削
を

依
頼
し
た
。
引
用
部
の
訳
文
の
責
は
稿
者
が
負
う
。

＊
文
献
・
用
語
の
検
索
は
邱
心
韻
さ
ん
（
南
京
大
学
大
学
院

生
）
の
協
力
を
得
た
。

（
二
〇
一
八
・
六
・
二
〇
）

（
南
京
大
学
外
国
語
学
院
日
語
系
）
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